
サイト内検索はこちらから

検索

ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ 7⼩で「絵⼿紙教室」が⾏われました

7⼩で「絵⼿紙教室」が⾏われました

乾燥した天気が続いた東久留⽶に、突然雪

が舞った、１⽉２１⽇、第7⼩学校で「絵⼿

紙教室」が⾏われました。

⻄中地区⻘少年健全育成協議会（⻘少

協）の主催で、約１５年前から続けている

⾏事だそうです。

⼩学⽣・保護者の⽅々、⻘少協のみなさん

約40名が参加しました。

先⽣は、絵⼿紙歴２０年の関⼝たつえさん

で、⽇ごろは、滝⼭団地集会所でシニア中

⼼の教室で教えられています。

市⺠レポ－タ－ 地産地消 

城道⻘少協会⻑の挨拶から始まりま

した。

⻘少協は、地域の⼈たちが⼒を合わ

せ、⻘少年の健全育成を願い、さま

ざまな活動を⾏っている団体です。

今⽇書くはがきを誰に出そうかな・・っ

て思いながら、感じるままに書いてくだ

さい・・

”⼼をこめた⼀枚を、⼤切な⼈に”

まず、線の練習です。

かる〜〜く、ゆっくり・・・

ゆっくり・・ゆっくり・・のつもりが、だんだ

ん速くなってきます。

難しいっ！疲れるっ！緊張するっ！

⽅々から聞こえます。

垂直にもって・・ゆっくり〜ゆっくり・・

先⽣の声も響きます。

今⽇は、みかんが材料です。 いろいろなみかんが、それぞれに・・・

思い思いのみかんです。

みんなそれぞれの⾒⽅があります。

これは・・・・⾯⽩い。

ネコのうえに、みかんが載っています

ヨ。

みんなの”みかん”がすべて並びまし

た。

みんな満⾜そうに⾒⼊っています。

外は寒いけど、みんなのみかんで部屋

中に暖かさがいっぱいになりました。

⼀⼈ひとり違っても、それは当り前・・

先⽣の締めくくりの⾔葉でした。

（写真は、関係者の了解を得ていま

す）
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